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シリア国の自然と農業（６） 

第６回：今後の課題 

前回まで５回にわたってシリア国の自然と農業について、それぞれの地域に特徴的な農業形態、そこに

生ずる環境問題を中心に検討してきた。今回は、シリア国における自然資源の持続的利用に関する今後

の課題を整理するために、環境問題の現状及び考えられる対策を以下のようにまとめてみた。 

シリア国においては、歴史的な遺産を背景とした観光開発が今後とも重要な産業となろう。こうした観

光開発や住民のレクリエーション活動にとって、河川域において親水事業を展開し、水質浄化を図りつ

つ水辺環境を整備することは今後の重要な課題となる。水質浄化のための地域レベルでの活動、例えば

炭を利用した生活排水の簡易浄化等の小さな配慮が望まれる。また、伝統的な石積み技術の伝承、地域

における適正水管理、女性労働の軽減等にも地域住民レベルでの活動が重要な役割を果たすと考えられ

る。さらに、バディアの有効利用に関しても、そこで生活する遊牧民の生活を切り離して考えることは

できない。このように、今後シリア国において自然資源を持続的に活用するには、地域に根ざした住民

参加型の活動を推進して行く必要がある。日本の援助にも、こういった考え方を生かし、実際に地域住

民の役に立つような協力が行われていくことを強く期待する。 

 


